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― 実践報告 ― 
看護基礎教育低学年次におけるシミュレーション学習の学びと課題 
― デブリーフィングからの学びの記述より ― 
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看護過程論Ⅱ、看護技術論Ⅲ、そして 2018 年 9 月に基
礎看護学実習Ⅱ（看護過程の展開）を修了している。 
3. 学習目標 




②  実施した援助の妥当性を検討することができる。 





①  脳梗塞回復期患者の ADL 自立に向けての援助 
②  急性心筋梗塞患者のフィジカルアセスメント 
③  肝硬変の終末期にある患者の死に対する不安へ
の援助 
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第 5 回目～第 7 回目は、事例①②のシミュレーション
学習、第 8 回目～第 10 回目は、事例③④のシミュレー
ション学習を実施した（表２）。演習の進め方としては、
ブリーフィング 30 分、シミュレーション（1 回目）10
分、デブリーフィング 20 分、シミュレーション（2 回





第 1 回 事例提示(４事例)・展開事例の決定 
アセスメント 
第 2 回 関連図・看護診断 
第 3 回 看護計画の立案 
第 4 回 看護計画の立案 
第 5 回 
～第 7 回 
シミュレーション学習 
事例①、事例②  評価の記入 
第 8 回 
～第 10 回 
シミュレーション学習 
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